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1 .はじめに

八ヶ岳南麓天文台の串田は， FM電波の異常と地震

発生の相関を検証する目的で， 1995年8月から「地震

前兆検知公開実験Jとして地震発生予測等の情報を会

員宛に FAXで送付している.串田は「地震発生前には

震央上空付近に電子密度の高い領域が出来，それによ

って散乱された FM電波の強度等は発生する地震の規

模や時期に依存する」と考え，日本各地の FM電波受

信データから地震・火山活動等の発生場所・規模・時

期を予測している.予測内容は会員以外には原則とし

て公開されていない.

筆者は串田の了解を得て 2000年 1月 1日から 2003

年 11月10日までに公開実験で配信された全FAX情報

を入手し，予測の一部について評価を行い， 2003年 12

月に行われた理化学研究所の地震フロンティア研究最終

報告会で、発表を行ったのでここにその内容をまとめる.

2.予測の特徴

例予測番号 934・①，情報発信日 2002/03/19 

予想震央域 青森沿岸~北海道南部沖(地図上に

楕円で図示)

予想発生時期 3/22 :i: 

予測規模 M4.4:i: '"'-'6.6:i:相当または火山性誤認

の可能性

上記は 2002年3月 19日に配信された情報の中の一

つの予測である.この場合，予想震央域として幅 200km，

長さ 300km程度の領域が図示されている.

*地震火山部地震予知情報課

予想発生時期の後の r:i:Jは r:i:lJを意味し，こ

の場合 3/21'"'-'23の3日間という時間幅の狭い予測と

なっている.予測は発表後更新され数ヶ月以上に渡る

場合もあるが，予測期間は全体として長くて2週間程

度である.

予測規模のMの後に付く r:i:Jはr:i:Q.5Jを意味し，

「相当」とは「複数の小さな地震の場合，その断層長

の合計が予測マグニチュードの断層長である」事も許

容している.そのため例えば小さな地震としてM2の

地震をとった場合， rM4.4相当Jの予測は，マグニチ

ュードと断層長の関係式*1)から rM2の地震が 16個」

でもよいということになる.エネルギーに換算*2)する

と， M2の地震 16個はM2.8の地震 1個に相当するの

で，結局 rM4.4:i:'"'-'6.6:i:相当Jという予測は，地震の

エネルギーとしてはM2.8'"'-'7.1という非常に幅の広い

予測になる.また，予測規模にある「火山性誤認の可

能性Jとは「火山活動の前兆を地震活動と誤認してい

る可能性もある」との意で この場合は伊豆半島付近

の火山性活動を指している.

3.評価方法

防災情報としての有効性を検討する観点から，発生

した場合に被害を伴うことが多く，予測情報があった

場合には防災対応が必要になると思われるマグニチュ

ード(以下M)6.0以上の地震を評価対象とする.約4

年間の FAX情報の中の全てのM6.0以上の地震発生予

測(表 1)に対して予測内容に該当するM6.0以上の

地震が発生したかどうか，また，期間内に日本周辺で

ホ1)log L= 0.5M-l.8 Mマグニチュード， L:断層の長さ(単位km)
*2) log E = 1.5M+4.8 M:マグニチュード， E:地震のエネルギー(単位Joule)
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表 1 予測マグニチュードが6.0以上の予測(期間 2000年 1月"-'2003年 11月 10日.発表順)予測マグニチ
ュード誤差の「士、:t0.5相当」等は省略した.配信 FAXの但し書き「予測活動規模は全て M土0.5規模相当

(複合含む、複合の場合は断層長和)Jにより全て r:t0.5相当J.

予測発信日 予測番号 予測発生時期 予測震央域 予測7グニチュートe

00/01/08 6 1 3-1 3/9:t以降 長野県中北

00/02/16 3/26:t 長野県中部 5. 8 

00/05/07 6/2:t5 " 6. 4 

00/06/04 6/2:t ('""10) " " 
2 00/01/14 636-4 2/4:t 能登半島周辺 5. 3'""6. 0 

00/03/17 3/25:t5 " " 
3 00/02/04 641-2 2/1 O:t (2/8:t) 関東南部房総・房総沖 6. 4'""6. 9 

00/02/08 3 / 1:t or 2 / 1 2 :t 房総南方沖 6. 4 

. 00/03/06 3/6:t 房総半島南部附近 " 
4 00/02/18 649-1 2/24'""25土 山梨東部~神奈川相模湾 7. 3 

00/03/06 3/6:t 神奈川県西部付近 " 
5 00/04/02 669 4/7:t2 有珠山or東北火山 顕著火山orM6

6 00/05/03 681-2 5/7士5/5:t 茨城沖付近 5. 7 '""6. 6 

7 00/05/18 688-2 5/24:t 関東沖 5. 5以上

8 00/05/23 690一② 5/2 8 :tor 3 0 :t 関東東方沖付近 5. 3'""6. 8 

00/05/28 6/2:t H " 
9 00/06/08 695 6/9 :tor 6 /1 2:t 岐阜愛知付近 (694-10)5. 5'""6. 0 

00/06/15 6/22士1 滋賀~三重県境付近 6. 0 

10 00/07/09 709一③ 7 / 1 4 :t 3? (or 2 1 :t ? ) 兵庫京都沖日本海付近 5. 5:t1 

00/07/11 7/14:t2 福井沖付近海域 5. 5'""6. 0 

00/07/14 7 / 1 4 :t 2 or 7 / 1 9 :t 2 " " 
11 00/07/21 714一② 7/25:t 新島神津島近海 6. 0 

12 00/07/23 715一① 7/25土 or7/27土 新島神津島近海 6. 0 

13 00/07/29 717一① 8/1:t 新島神津島近海 5. 5'""6. 0 
" 

14 00/07/29 717ー② 8/2:t 新島神津島近海 5. 5'""6. 0 

15 00/08/08 721-① 8/12'""8/13:t 新島神津島近海 6. 0 

16 2000/8/9 722一② 8/11:t， 13:t， 15:t 伊豆諸島周辺海域 6. 3 

17， 00/08/13 724一① 8/17:tor8/19:t 新島神津島近海 6. 0 

18 00/08/13 724ー④ 8/17:tor19:tor23 千葉沖付近or伊豆 4. 7'""6. 0 

19 00/08/21 728ー① 8/23:tor25:t 北海道以北 6. 5:t0. 5以上

20 00/09/29 744ー② 10/2:tor10:t4:t 九州中南部 4. 3 

00/10/01 10/2:t 九州中北部付近 5. 8'""6. 3 

21 00/09/26 744-④ 9/30:t， 10/4:t 神奈川，相模湾沿岸 5. 8(5. 8'""6. 3) 

22 00/10/08 753一① 10/12:t， 10/15:t 鳥取島根 6. 2 

00/10/12 10/14:t， 10/16:t " 6. 7 

00/10/17 10/24:t3 " 6. 2 

23 00/10/12 755ー① 10/12士'""17:t 北海道南~東沖('""三陸沖) 6. 0 

-00/10/13 10/1 5士or，17:t " H 

24 00/10/20 759一② 10/24土 or27:t 新潟下越付近 5. 0 

00/10/25 1 0 / 2 7:t 0 r late 新潟中越~群馬付近 5. 5'""6 7 

00/10/29 10/30:tor三宅影響 " 6. 0 
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25 00/10/27 762一② 10/31土 or11/2:t 神奈川西他 5. 0~6 2 

00/10/29 11/2:tor三宅火山影響 神奈川沿岸部等 5. O~6 7 

26 00/11/05 765一② 11/6士 or 8士 関東東方沖 5. 8~7. 1 

27 00/11/09 767-① 1 1/1 1:t (0 r 1 3 :t) 神奈川沿岸等 6. 0~7. 3 

00/11/11 々 神奈川~東京沿岸 11 

28 00/11/23 773一① 11/27:tor30:t 和歌山付近等 5. 5~6. 5 

00/12/01 11/30士 or4:tor火山影響 11 11 

29 01/04/26 830一① 4/26~27or30 :t 四国南部海域 6. 6~8. 1 

01/04/27 4/27 :t~5/3 :t 11 or山口県付近 6. 3~7. 8 

01/04/29 々 H H 

30 01/06/08 845一② 6/12:t， 6/15:t 沖縄奄美 4. 5， 5. 3 

01/06/12 6/15:t， 6/18:t 11 4. 5~6. 5 

31 00/07/21 859一①
7 / 2 4 :t or 2 6 :t， 7 / 2 1 :t or 2 2 

関東圏，千葉房総半島付近 5. 1~6. 0 
:t， 7/30:t 

32 01/08/23 870一① 8/26土or2 9 :t or 9 / 2 :t 紀伊半島南部~紀伊水道 5. 4~5. 7 

01/08/25 8/2 6 :tor 9 / 2 :t 熊野灘~紀伊半島南部沿岸 6. 0~6. 5 

33 03/08/31 874一③ 9/2:t， 9/6土 静岡 3. 2~4. 0， 

5. 4~6. 2 

34 01/09/01 875 9/7 (精度低し) 島根県沖等 断層計6. 5 

01/09/09 9/28:t3 H 11 

01/09/22 10/22:t5 H 11 

35 01/11/01 895参 11/2:t， 11/8:t 沖縄本島近海付近 4~6 

36 01/12/04 903ー① 12/9:tor12:t 南関東~伊豆近傍 5. 3~6. 4 

37 02/02/15 925一① 2 / 1 8 :t or 2 4 :t (1 6 :t or 2 6 :t) 関東茨城沿岸付近 4. 9~6. 1 

02/02/20 2/1 9:t 0 r 2 1 :t 0 r (2 6 :t) 関東茨城沖 11 

02/02/24 2/26:t2 H 11 

38 02/02/20 927一① 2/21:t， 23:t， 25:t， 3/2:t 青森県東方沖 5. 3~6. 8 

39 02/03/19 934ー① 3/22土 北海道南部 4. 4~6. 6 

40 02/03/30 937一① 3/31or4/4:t 青森東方沖~浦賀沖付近 5. 0~6. 5 

41 02/04/14 942-参 4/15土 or18:t 奄美近海小規模複合等 4. 8~6. 6 

42 02/06/19 963一① 6/21:t， 23:t， 28:t5 茨城沿岸~沖 5. 2.......6. 3 

43 02/06/20 964一① 6/21:t， 6/24:t， 7/1:t 福島~茨城沖~沿岸 4. 9"-6. 0 

44 02/10/30 101 7ー① 11/4:t 青森東方沖 5. 2~6. 5 

45 02/11/03 101 8一① 11/2.......11/12:t 豊後水道~日向灘付近 4. 5.......6. 2 

46 02/11/04 1020一① 12/25:t 日向灘付近 5. 5~6. 8 

47 02/11/07 102 1一① 11/6:t， 9:t， 11:t， 16:t 茨城沖から千葉沖 5. 4~6. 6 

03/11/12 11/12，16:t3 H 11 

48 02/11/09 1022ー① 11/21:t3 岩手沖~沿岸 5. 6~7. 5 

49 02/12/23 1036(971) 1/18:t3，2/1:t3 東海領域 (5. 5~) 7. 7 

50 03/01/23 1047一② 2/1:t 日向灘~種子島近海等 3. 7.......4. 2 

(5; 9~6. 4) 

51 03/02/18 1057-① 9/16~17 :t 2 関東圏 7. 6 

52 03/05/01 1090 5/4~5/8 :t 北海道北方領域 6. 0 

表 1続き
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表2 対象とした地震(期間:2000年 1月10日"'2003年11月30日， M孟6.0，深さ孟100km，余震を除いたもの)

年月日 震央地名 マfニチュード 深さ(km) 緯度 経度 震度

200001 28 根室半島南東沖 7.0 59 430N 0.5' 1460E 44.7' 4 

20000603 千葉県北東部 6.1 48 350N 41.4・ 1400E 44.8' 5弱

20000606 奄美大島近海 6.2 28 290N 21.4' 1310E 37.1' 3 

20000607 石川県西方沖 6.2 21 360N 49.6' 1350E 33.8' 5~5j 

20000625 種子島近海 6.0 36 310N 2.6' 1310E 37.8' 4 

20000701 新島・神津島近海 6.5 16 340N 11.4' 1390E 11.6' 6~5j 

20000709 新島・神津島近海 、6.1 15 340N 12.7' 1390E 13.8' 6~5j 

200007 15 新島・神津島近海 6.3 10 340N 25.4' 1390E 14.5' 6~5j 

20000721 茨城県沖 6.4 49 360N 31.8' 1410E 7.1' 5~~ 

20000730 コ宅島近海 6.0 11 340N 1.8' 1390E 24.1' 5強

20000730 三宅島近海 6.5 17 330N 58.3' 1390E 24.7' 6~5j 

20000818 新島・神津島近海 6.1 12 340N 12.1' 1390E 14.4' 6~5j 

2000 1003 三陸沖 6.0 10 400N 10.3' 1430E 21.9' 3 

20001006 島根県東部 7.3 9 350N 16.5・ 1330E 20.9' 6強

20001114 釧路沖 6.1 41 420N 26.0' 1440E 56.5' 3 

20010323 北海道東方沖 6.0 。 430N 49.1' 1470E 56.6' 2 

2001 0324 安芸灘 6.7 47 340N 7.9' 1320E 41.6' 6~~ 

200108 14 青森県東方沖 6.4 38 400N 59.7' 1420E 26.2' 4 

200108 18 沖縄本島近海 6.4 18 250N 45.4' 1260E 18.4' 3 

20011209 奄美大島近海 6.0 36 280N 15.0' 1290E 29.3' 5強

20020825 根室半島南東沖 6.0 44 430N 5.4' 1460E 7.2' 4 

2002 10 14 青森県東方沖 6.1 53 410N 9.1' 1420E 16.9' 5~5j 

2002 1103 宮城県沖 6.3 46 380N 53.8' 1420E 8.3' 5~5j 

2002 12 11 房総半島南東沖 6.1 35 340N 13.3' 1410E 57.2' 

20030408 茨城県沖 6.0 24 360N 22.4' 1410E 57.4' 2 

20030429 北海道東方沖 6.0 18 430N 31.7' 1470E 41.0' 3 

20030526 宮城県沖 7.1 72 380N 49.3' 1410E 39.0' 6~5j 

20030726 宮城県北部 6.4 12 380N 24.3' 1410E 10.3' 6強

20030926 釧路沖 8.0 45 410N 46.7' 1440E 4.7' 6~5j 

20030928 奄美大島近海 6.0 。 280N 55.7' 1280E 10.7' 2 

2003 1029 北海道東方沖 6.0 31 430N 36.2' 1470E 43.9' 3 

2003 1031 福島県沖 6.8 33 370N 49.9' 1420E 41.8' 4 
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図1 対象とした地震(期間:2000年 1月 10日'"'-'2003年 11月30日， M孟6.0，深さ孟100km，余震を除い
たもの)人的被害を伴ったものにコメントを付した.

発生したM6.0以上の地震(表2，図 1)に対して予

測があったかどうかを検討する.

-対象となる予測…2000年 1月3日'"'-'2003年 11月

12日までの約 3年 10ヶ月分の予測情報のうちM

6.0以上の地震が予測の対象になっているもの.

(例 :M6:t相当， M5.3:t'"'-'M6.8:t， M3.2:t'"'-' 

4.0:t (5.4:t'"'-'6.2:t)等)

-予測のカウント方法…連続している予測は予測内

容に変更があっても一つの予測としてカウントす

る.ただし予測目前に予測を撤回した場合は予測

が無かったと見なす.

・対象となる地震…日本周辺(概ね串田が観測範囲

としている領域)， 2000年 1月 10日'"'-'2003年 11

月30日， M孟6.0，深さ孟100km

4. 予測の的中基準

下記の基準を採用する.

・発生日…警戒態勢の持続の限界を考慮し，予測日±

3日以内

・規模……M6.0以上が発生した場合

-震央域…予測FAXに図示された範囲

5.結果

M6.0以上の地震発生予測52例のうち，予測した期

間・規模・範囲内でM6.0以上の地震が発生したもの

は3例， M6.0以上の地震が発生しなかったものが特

例である(表3). 

同じ期間内に予測範囲とされている領域で発生した

M6.0以上の地震 32個のうち， M6.0以上の地震発生

として発生時期・発生領域が予測されていたものは3

個で，予測されていなかったものは 29個である(表4). 
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M孟6.0の予測数

表 3 Mミ6.0の予測から見た結果

予測が的中しなかったもの

3 49 52 

予測が的中したもの

表4 M ミ~6.0 の地震から見た結果

M孟6.0の地震数

32 

のもたて
一

3

れ
一
さ
一
沼
似
一

予
一

予測されていた3例は以下の通りである.

予測:717・① 2000/811 新島神津島近海 M5.5"-'6 

実際 200017/30 三宅島近海 M6.0 

予測:717・② 2000/8/2 新島神津島近海 M5.5"-'6 

実際 200017/30 三宅島近海 M6.5 

予測:724ー① 2000/8/17，19 新島神津島近海 M6 

実際 2000/8118 新島・神津島近海 M6.1 

上記3例 (2000年 7月30日のM6.5とM6.0，2000年

8月 13日のM6.1)は，いずれも 2000年6月25日か

ら始まった新島・神津島から三宅島にかけての群発活

動中に発生している.この群発地震活動は 2000年 7

月から 8月が活動のピークで，M3.0以上の地震は5000

回近く発生し， M6.0以上の地震は2ヶ月で 6回発生

している.この期間のM6.0以上の地震の発生率は，

この地域の平常時の発生率の約 130倍と高いものであ

る.

以上から，今回評価した M6.0以上の地震発生予測

には防災情報としての有効性は認められない.八ヶ岳

南麓天文台が行っている地震前兆検知実験は，現時点

では研究途上にあると考えられる.
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